
condenZero 社は、高精度測定向けの超高真空 (UHV) および極低温装置の設計を専門としています。
同社の透過型電子顕微鏡 (TEM) 用極低温サンプルホルダは、液体ヘリウムを使用し、1～10 分以内の冷却時間で 6 K 未満の
到達温度 ( ベース温度 ) を達成します。この温度は、24時間以上にわたり、5 mK未満の安定性で維持することが可能です。
さらに、同社の軽量サンプルホルダは、TEMの鏡筒への改造を一切必要としません。

輻射シールド

測定分解能を最大限に高めるため、同社のクライオTEMシステムには、サンプルホルダ、
低ノイズヘリウムトランスファーライン (TUBUS)、除振ステージ (CORVUS) が含ま
れています。CORVUS のベースにはアクティブ除振コンポーネントが組み込まれてお
り、システムを建物の振動から遮断します。CORVUS に搭載されたパッシブ除振コン
ポーネントと、TUBUS のベローズの両方が、ヘリウムの蒸発や流動によって生じる振
動を抑制します。CORVUS の高さ調整はモーター駆動で行われ、TEM 鏡筒の高さに
合わせて調整可能です。さらに、同社のトランスファーラインは、ヘリウムの消費量を
最小限に抑え、ヘリウムの回収を容易にするよう設計されています。

標準的な 3 mm TEM グリッド、または薄膜に取り付けられた試料は、サンプルホルダ
に挿入されるチップへとクリップで固定されます。
同社のホルダーには、オプションでバイアス電圧を印加するための 8 本のポゴピンが備
わっています。さらに、Norcada 社と共同で、加熱機能とバイアス印加機能を統合した
MEMSチップの開発も進めています。

・ベース温度： <  6 K ・温度安定性：<  5 mK 

・冷却時間： 1～10分 ・ベース温度保持時間：> 24 h

・傾斜自由度：シングルチルト ・分解能： < 3nm
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